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平成 26年 1 月 29日 

各  位 

会 社 名 株式会社キューブシステム 

代表者名 代表取締役社長 﨑山 收 

(コ ー ド 番 号  2 3 3 5  東 証 第 二 部 ) 

問合せ先  専務取締役  内田  敏雄 

                          (ＴＥＬ. 03-5447-3340) 

 

平成 26 年 3月期通期連結業績予想の修正ならびに 

個別業績予想および前期実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年 5 月 8 日付で開示いたしました平成 26 年 3 月期通期連結業績予想

を下記のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。また、個別業績予想について、下記のと

おり前期実績値との間に差異が生じる見込みとなりましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．通期連結業績予想の修正 

（１）通期連結業績予想数値の修正（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

純利益 

前回発表予想 （Ａ） 
百万円 

10,000 

百万円 

700 

百万円 

700 

百万円 

380 

円 銭 

50.66 

今回修正予想 （Ｂ） 11,000 700 730 400 53.33 

増減額   （Ｂ－Ａ） 1,000 － 30 20  

増減率（％） 10.0 － 4.3 5.3  

（参考）前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
9,241 601 606 337 45.02 

 

（２）個別業績予想と前期実績との差異（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日） 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

純利益 

前期実績    （Ａ） 
百万円 

8,563 

百万円 

590 

百万円 

599 

百万円 

307 

円 銭 

41.00 

今回発表予想 （Ｂ） 10,400 680 710 390 52.00 

増減額   （Ｂ－Ａ） 1,836 89 110 82  

増減率（％） 21.4 １5.1 18.5 26.8  
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２．修正等の理由 

（１）通期連結業績予想 

情報サービス業界では、景況感の改善に伴い金融業や製造業等のＩＴ関連投資が緩やかな回復基調にありますが、

顧客企業における保守・運用コストの削減等の動きは依然として続いております。そのような状況の中、当社グル

ープは、金融業における銀行・保険会社向け案件や流通業における総合スーパー向け案件を中心とした既存顧客か

らの継続案件の維持・拡大に努めるとともに、新規案件の受注に注力いたしました。その結果、売上高は当初の発

表予想数値を上回る見込みとなりましたので、前頁のとおり修正することといたしました。なお、営業利益につい

ては、不採算案件の影響により、当初の発表予想数値通りに推移すると見込んでおります。 

 

（２）個別業績予想（前期実績との差異） 

個別業績予想においても、通期連結業績予想の修正と同様の理由により、前期実績値との間に差異が生じる見込

みとなりました。 

 

 

 

（注） 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。そのため、実

際の業績は、様々な要因の変化により、予想数値と異なる可能性があることをご承知ください。 

 

 

以上 


